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株式会社エムネス 須藤 優 

 
 
 
 

2022 年 11月、ChatGPT の衝撃的リリースからおよそ 3 年が経過し、大規模言語モデル

（LLM）に代表される生成 AI の飛躍的な進化には目を見張るものがあります。生成 AI の

用途は、いまや単なる文章生成や論文検索・要約に留まらず、プログラミング、プレゼン作

成、動画や音楽制作なども担えるようになりました。 

この技術革新は、医療業界においても業務の補助的な作業を AI に任せることによる効率

化や生産性の向上により、患者一人一人へエネルギーを注げ、医療の質向上に大いに寄与す

ると考えられます。その半面、「AI が人間の仕事をすべて奪ってしまうのではないか」とい

うことも聞かれますが、私はそんな単純な話ではないように感じています。今後重要となる

のは、生成 AI全盛の時代（新時代）における自身の仕事や役割を再定義する視点を持つこ

とではないでしょうか。生成 AI が代替しうるのは、「これまでに蓄積された知識（データ）」

を収集、処理し、情報整理を行う部分であり、その整理された情報から、新たな価値を創造

することは、AIだけで担えるものではありません。 

医療情報の分野においても、整理された情報をベースに、組織や患者背景、地域特性など

の要素を踏まえた解釈を加え、情報が持つ意味を考える、情報に新たな意味を与える能力が

重要であると考えます。さらには、これらの情報を統合し、組織における意思決定や課題解

決に結びつけることのできる人材の価値が益々高まっていくと思います。医療情報に携わ

る皆様が組織の中心となって組織力を向上させ、新たな働き方や価値を生み出していく未

来が来ることを期待していますし、医療情報部会もその一助となれるよう、精力的に活動し

ていかなければならないと感じています。 

 放射線技術学会の医療情報の演題にも生成AIに関連するものが増えてきました。一方で、

新時代における人にしかできない役割に焦点を当てることで、新たな研究テーマが生まれ

るのではないでしょうか。 

 本部会誌が皆様の業務、研究の一助になれば幸いです。  

巻頭言 

「新時代の医療情報と人の役割」 
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2040 年を見据えた新たな地域医療構想を踏まえた 

放射線領域の持続可能な医療提供体制 

富山大学 小林 大介 
 

団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年までに高齢者人口が多く増加し医療ニーズが大き

く変化すると考えられ、これまでの地域医療構想が策定され推進されてきた。しかしなが

らこの 2025 年は変化が始まる「通過点」に過ぎず、今後は高齢化が進みつつ、さらなる

生産年齢人口の急激な減少も考えられ、有限である医療資源のますますの効率的な活用が

求められ、医療機能の分化・連携を進める必要性に迫られる可能性が大きい。これは、見

方を変えれば壮大な撤退戦を展開する必要性もあるということである。 
そのような状況下で、患者推計によれば医療需要全体としては入院患者については 2035
年から 2040 年頃にピークを迎え、その後は減少すると考えられる。しかし今後の増加も

いわゆる高度急性期・急性期医療ではない。そのため、経営面からも医療資源面からも需

要面からも、機器や人員の一定の集約化が必要となる可能性を踏まえ、放射線領域の持続

可能な医療提供体制について、データ分析を基にご説明する。 
  

第 81 回総会学術大会（横浜） 第 45 回医療情報部会 報告 

教育講演 
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「経営的視点で考える医療機器の適正配置」 

旭川医科大学 谷 祐児 
 

 日本は，CTやMRI といった画像診断機器の設置台数は OECD諸国の中でも上位を占

めておりその設置台数の多さは世界でも有数なのは周知の事実である．これは，医療サー

ビスを享受する国民（患者）にとっては利便性の向上である反面，機器を設置する医療機

関にとっては，7 割以上が赤字である厳しい経営環境下において大きな負担となってい

る．一方で，わが国では人口減少に伴う地域医療構想が加速化しており，医療資源の地域

偏在の対応も含めた各地域における医療機関の役割分担の必要性が議論されている．この

ような環境下では，自組織だけの視点ではなく地域全体を考えた投資行動を行うことで長

期的な視点に立った組織運営が可能になると考えられる． 
 本講演では，医療機関における高額医療機器などの大型設備投資に対して，地域性を考

慮した経営的視点での考え方や留意点について解説することで，現場での考え方につなげ

ていただければ幸いである．

第 81 回総会学術大会（横浜） 第 45 回医療情報部会 報告 

シンポジウム 「医療画像診断機器の適正配置について」 
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「医療経済・データ分析の視点から診断機器の配置問題を考える」 

医療経済研究機構 石川 智基 
 

CTや MRIなどの画像診断機器が都市部から地域まで潤沢に配置されている医療環境は、

我が国特有の構造である。高額画像診断機器が、早期診断や救急治療方針等の神族な意思

決定に不可欠な存在であることは論をまたない。しかしながら、社会保障費用の制約や労

働人口の減少、地域高齢者人口の変動といった供給と需要の構造変化の影響を鑑みて、機

器配置の適切さについて政策議論が行われてきた。画像診断技術を提供する診療放射線技

師は、この議論に深く関わる立場にあると言えるもの、医療資源の配置に関する議論に参

加する機会は必ずしも多くない。 

本講演では、第一に、医療経済学の視点から、医療機関における設備投資と経営行動の関

係性について理論的に解説し、画像診断機器の過剰な配置がもたらす経済的および医療的

なリスクについて考察する。第二に、日本の画像診断に関する統計データを概観し、画像

診断機器の地域分布の記述や諸外国との比較を行う。国際機関や政府機関が行ってきた関

連分析を整理し、そこから導かれる課題を提示する。本講演を通じて、日本の画像診断機

器の配置問題に対する新たな知見を提供し、参加者が今後の医療政策について議論できる

よう支援することを目的とした講演を行う予定である。
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「高額医療画像診断機器（CT・MRI）の地域偏在と採算性」 

兵庫県立加古川医療センター 梅宮 清 

 
日本は,高額医療画像診断機器,特に CTやMRI の人口あたりの保有台数が先進諸国に比

べて多いことがよく知られている.国民皆保険制度のもとで,誰もが安価に CT・MRI 検査
を受けることができる一方で,容易に検査を受けられるために不必要な検査が増えている可

能性も指摘されている.また、誰もが受けられる検査であるにもかかわらず,機器設置の地

域偏在により,受療の観点から不公平が生じている状況も見受けられる. 
さらに医療機関ごとの稼働実態には大きな差があり,多額の投資によって導入された医療

画像診断機器が効率的に活用されず,病院経営において収支を圧迫している可能性もある. 
本講演では,物価高騰,人口減少・高齢化と社会情勢が刻々と変化し問題視されるなか,患者
ニーズに応じた公平な検査の提供に基づく高額医療画像診断機器の適正配置および機器導

入に対する採算性について,臨床現場の立場から紹介する. 
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北海道情報大学 上杉 正人 
 
2011 年、第 39 回日本放射線技術学会秋季学術大会において、演者は「クラウドってなに？」と題し、

医療におけるクラウドの黎明期の概念と可能性を論じた。それから 14 年、クラウドは日常生活にも普及

し社会インフラとなり、医療分野においてもその活用は現実的な選択肢となった。本講演では、多くの施

設でシステム更新を経験し、コスト、運用負荷などといった課題について PACS の「現在地」を整理す

る。その上で、クラウド技術がこれらの課題をいかに解決し、PACS を単なる画像保管システムから、AI

や電子カルテなど医療情報システムと連携し「医療 DX」の中核基盤へと変化させるか、その未来像を

考察して議論したい。 

 
  

第 53 回日本放射線技術学会秋季学術大会（札幌） 

第 46 回医療情報部会 予告 

教育講演 

「PACS の現在地とクラウドを利用した医療 DX の未来」 
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「2 病院統合を経て 新病院におけるシステム構成と運用体制の概要について」 

大阪警察病院 泉 夏彦 
 

当院は 2018 年 7月に第二大阪警察病院(旧 NTT西日本大阪病院)と統合し、2025 年 1月
1 日に新病院へ新築移転し、新たな大阪けいさつ病院としてスタートした。新病院にて掲げ

る『スマートホスピタルの実現』という方針に向け、端緒として 2023 年 12月から 2024 年

1月にかけて電子カルテを IBM 社から富士通社に切り替えた。 
クラウド技術の進歩や世の中の潮流でクラウドサービスが一般的になり、医療現場でもク

ラウド型システムの導入が進んでいる。新病院でのシステムにおいては、電子カルテは富士

通社のクラウドサービス『FJcloud』を使用し、オンプレミス型 PACS との相互運用を実施

している。 
今回、新病院でのシステム構成の概要についてまとめ、導入の経緯及び検討項目、課題や

諸問題を挙げ、運用して半年経った現在の状況を説明する。 

  

第 53 回日本放射線技術学会秋季学術大会（札幌） 

第 46 回医療情報部会 予告 

シンポジウム 

「PACS の現在地 -クラウド型普及に伴う知見の変化-」 
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「クラウド PACS はどこまで使えるのか ― 障害対応から考える現実解」 

大阪国際がんセンタ－ 川眞田 実 

 

当院で発生した大規模システム障害により、PACSを含む基幹システムが長時間停止し、

過去画像の参照ができない状況となり診療継続に大きな影響を及ぼした。従来型オンプレ

ミス環境では迅速な復旧は困難であったが、当院が BCPの一環として構築したクラウド型

PACSを活用し、様々な調整や設定を施すことでクラウド上のバックアップ画像を閲覧可能

とし、診療を支援することができた。本発表では、この障害対応の経緯を報告するととも

に、クラウド型 PACSの有効性や運用上の課題、非常時における活用の実際を共有し、ク

ラウドの適用範囲について考察する。  
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「クラウド型 PACS運用の実際 -小規模医療機関における運用事例報告-」 
霞クリニック 上田 英弘 

 
近年、小規模医療機関を中心にクラウド型 PACS の導入が増加している。自施設での導

入・運用経験を基に、その有効性と課題を報告する。 
小規模医療機関における主なメリットは以下の 4 点である。①コスト削減効果：初期費用

の大幅抑制と月額定額制による予算平準化が可能。②運用負荷軽減：システム保守・管理

業務の軽減により、限られた人的リソースを医療業務に集中できる。③画像連携効率化：

CD-R等の可搬媒体に比べ、迅速かつ確実な医療機関間画像連携が実現。緊急時や専門医

コンサルテーションで特に有効。④セキュリティ強化：24 時間監視、定期アップデート、

データ冗長化により、オンプレミス環境以上のセキュリティレベルを確保。 
一方、中規模～大規模医療機関への普及には課題もある。レガシーシステムとの接続性、

通信環境依存のレスポンス、ネット障害時の影響、大容量データ保存コストの増大等であ

る。 
クラウド PACS は小規模医療機関にとって経済性・運用性・連携性・安全性に優れたソ

リューションであるが、大規模展開には解決すべき課題も存在する。  
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「クラウド時代における厚労省ガイドラインに対応した PACSの安全管理」 
北海道科学大学 谷川 琢海 

 
近年、クラウド・バイ・デフォルト原則により政府機関においてもクラウドサービスを

第一選択とすることが一般的となり、医療機関においても PACS のクラウド化が現実的な

選択肢となりつつある。クラウド PACS は運用コストの削減やシステムの可用性向上など

の利点がある一方で、オンプレミス環境と異なり、物理的な管理ができず、データの所在

や管理状況の把握が困難である。 
クラウドサービスを用いた画像情報の保存は、厚生労働省「医療情報システムの安全管

理に関するガイドライン第 6.0版」では、医療情報の外部保存に該当する。適切な委託先

を選定することで、専門的な知識に基づいた情報セキュリティ対策が講じられた環境での

管理が可能となり、場合によっては自機関のみで整備するよりもより安全な対策を講じる

ことができ、運用負担の軽減にもつながるとされている。 
一方、医療機関側はクラウドサービスを利用する場合においても、電子保存の 3原則、

情報セキュリティの 3 要素への考慮も忘れてはならず、適切な医療情報の安全管理と、そ

の状況の継続的な把握が必要になる。医療機関は診療情報を保管する一義的な責任があ

り、すべてを外部事業者に委ねるのではなく、医療機関と事業者との責任範囲を明確にし

て、全体として適切な安全管理を行わなければならない。 
本発表では、オンプレミスでの管理との比較も行いながら、ガイドラインに準拠したク

ラウド PACS の安全管理体制構築における実践的な留意点について述べる。  
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医療情報部会活動報告 

第 17 回 PACS ベーシックセミナー 

開催報告 

2025年 8月 30日(土)に第 17回 PACSベーシックセミナーを開催しました。東京支部と医

療情報部会共催の元、情報管理に関わる基本的な知識の習得の場として全国の会員に情報

提供が出来るよう、今回は東京都立大学荒川キャンパスでの現地会場と WebExを使用した

ハイブリッドにて開催しました。 セミナー開催にご協力いただきました関東支部の谷畑

支部長、東京支部医療情報研究班の皆様始め、東京支部の皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

日時 ： 2025 年 8 月 30 日（土）13：00～16：00 

会場 ： 現地：東京都立大学荒川キャンパス 1F 大視聴覚室    Web：WebEx  

受講者数 ： 

申込者数 74 名 参加者数 71 名 (正会員 43 名 非会員 28 名)   

(医療情報技師 38 名 医用画像情報専門技師 10 名) 

所属地域 東京 7名 北海道 1名 東北 10 名 関東 7名 中部 5名 近畿 7名 

     中国四国 2 名 九州 4 名 

参加費 ： 会員 3,000 円 非会員 7,000 円 

更新ポイント ： 医療情報技師育成ポイント：3点 医用画像情報専門技師更新ポイント：15 点  

プログラム ：  

    
13：00～13：05 開会の挨拶              

東京支部長  量子科学技術研究開発機構情報基盤管理部 谷畑 誠司     

    
13：05～13：45 知っておきたい標準規格の基礎    

医療情報部会委員 北海道科学大学 谷川 琢海 

    

13：55～14：45  

知っておきたいネットワークの基礎 ～セキュリティを中心に～ 

医療情報部会委員 大阪国際がんセンター 川眞田 実 

    

14：55～15：55 

知っておきたいガイドラインの紹介 ～最新版のガイドライン第 6版を中心に～ 

医療情報部会委員 熊本大学病院 川俣 祐貴 

    
15：55～16：00 セミナー総括・閉会挨拶   

医療情報部会長 北海道科学大学 谷川原 綾子 
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医療情報部会活動予定 

第 37 回 PACS Specialist セミナー 
データ分析へのスタートライン ～R でカンタン！データ処理～ 

 
日時：2025 年 12月 13 日（土） 13：00～17：30 （12:00 から受付開始） 
会場：会場＋Web環境によるハイブリッドを予定（Web受講は座学の受講となります） 
藤田医科大学ばんたね病院 会議室（〒454-8509名古屋市中川区尾頭橋三丁目 6番 10) 
 
募集人数：約 30名（会場参加は最大 20名を予定） 

※申込者数が定員に達した場合は、申し込み期間に関わらず募集を終了させていただきます 

※申込後の参加区分変更（WEB から対面、対面から WEB への変更など）はできません 

参加費：学会員 3,000円  (座学の Web受講 会員 1,000円) 非会員 7,000円 
参加資格：基本的な PC スキルをお持ちの方で，セミナー当日に PC を持参できる方 
更新ポイント： 

医療情報技師育成ポイント：3 点 医用画像情報専門技師更新ポイント：15 点 
申込期間：2025 年 10月 1 日（水） 10：00 ～ 11月 30 日（日） 17：00 
申込方法： 

会員システム『RacNe（ラクネ）』にログインしてお申し込みください 
※非会員でもご利用いただけます 
※申し込み前に，申込の手順 https://www.jsrt.or.jp/data/seminar-entry/ をご一読ください 
※お申し込み後，登録確認メールを受信できない場合は，お問い合わせください 
※申し込み締め切り後に受講の可否について連絡がない場合は，お問い合わせください 
※メールが届かない場合，迷惑メールフォルダに入っていないかご確認ください 
※セミナー参加費についてキャンセル期間終了後は原則返金できませんので，ご了承ください 
※座学のみ Web 参加の方の参加方法については，別途担当者よりご連絡いたします 

 
プログラム 
13:00-13:05 開会挨拶   
[座学] 
13:05 - 13:35 データの整形，集計，記述要約 13:40 - 14:10 データ可視化のエッセンス 
14:15 - 14:45 R で出来るこんなコト 
[演習] 
14:50 - 15:00 R の説明・動作確認  15:00 - 15:50 R でデータ整形・サマリ作成 
16:00 - 16:50 R で統計分析・可視化① 17:00 - 17:25 R で統計分析・可視化② 
17：25-17：30 閉会挨拶 
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詳細については、今後 学会ホームページやメルマガなどでご案内いたします。 

 

 

https://www.jsrt.or.jp/97mi/index.html   
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[編集後記] 

医療情報部会誌 45 号をお届けいたしました。 

 

本号は、須藤優氏による巻頭言「新時代の医療情報と人の役割」から始ま

り、生成 AI 時代における“人が担う解釈と統合”の価値に関する示唆をご提

示いただきました。 

横浜にて開催された第 81 回総会学術大会では、2040 年を見据えた地域医療構

想と放射線領域の持続可能な体制に関する教育講演に始まり、シンポジウムで

は機器の適正配置に関して、経営・政策・データ分析の視点に基づき、採算性

と公平性を視野に入れた検討に関する議論を行う機会となりました。 

来る札幌の第 53 回秋季学術大会予告では、上杉正人先生による「PACS の現在

地とクラウド×医療 DX」、加えて統合病院での新システム構成、障害対応から

見たクラウド PACS の現実解、小規模施設の運用事例、ガイドライン準拠の安

全管理まで、現場実装に直結する論点を網羅しておりますので、関心のある会

員の皆様は奮ってご参加いただけますと幸いです。 

部会活動としては、第 17 回 PACS ベーシックセミナーの開催について報告い

たしました。開催予定である PACS スペシャリストセミナー等、基礎から実務

までの継続的な学習機会を提供したく考えております。 

医療情報部会は、研究・教育・ネットワークの蓄積を継承しながら、情報と

臨床現場を結ぶ知の研鑽に貢献できるよう企画を検討していきたいと考えてお

ります。来たる新体制においても、本誌が医療情報に携わる皆様の一助となる

よう活動していく所存です。 
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